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このたびは光無線通信装置ＳＯＴ－ＡＳ１００（以下「本製品」といいます）をお買い上げ
いただきありがとうございます。ご使用前に本書をよくお読みいただき、正しくお使いくださ
いますようお願いします。

本書ではご使用に際し、人身への危害あるいは財産への損害を引き起こすおそれのある箇所
について、注意していただきたい情報を以下のように表示しています。これら記号の箇所は、
以下の通りご使用ください。
・ご使用になる前に、本書を必ずお読みいただき、取扱いや使用方法をご理解いただいた上
でご使用ください。

・ご使用になる用途や場所および使用環境が適切かご確認ください。また、異常が発生した
場合や異常を発見した場合は、直ちにご使用を中断し「お問い合わせ先」までご連絡ください。
（本書１５頁参照）

●	本書では、製品を安全にお使いいただくために次の警告表示を用いて説明しています。

●	次の警告図記号は、製品の取扱いにおいて遵守していただく内容を絵表示で区分し説明し
ています。

はじめに

安全上のご注意

保管上のご注意

その行為を「禁止」する内容です。

指示に基づく行為を「強制」し、必ず実行していただく内容です。

注意
◆直射日光の当たらない、温度 5 ～ 30℃、湿度 40 ～ 60%RH の範囲外で保管

しないでください。

◆有害なガスの発生がある場所や塵埃の多い場所で保管しないでください。

◆本製品に荷重がかかった状態で保管しないでください。

注意 取扱いを誤った場合、「負傷を負う可能性が想定される場合および
物的損害の発生が想定される」内容です。
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使用上のご注意

◆保管時、急激な温度変化等により、水分の結露が起きないようにしてください。

注意
◆仕様範囲外の電圧では使用しないでください。

◆仕様範囲外の温度・湿度では使用しないでください。

◆端子を短絡させないでください。

◆仕様を超える振動または衝撃が加わる場所で使用しないでください。振動また
は衝撃が仕様を超えない場合であっても、防振対策を実施してください。

◆投光部、受光部へ太陽光が入射する状態での設置や保管は行わないでください。

◆腐食性ガスのある場所で使用しないでください。

◆誤接続や定格を超える負荷の接続をしないでください。出力回路故障の原因に
なります。

◆本製品を取り付ける際は取付ねじに緩みやガタつきのないことを確認してくださ
い。また、定期的な点検を行ってください。

◆振動による光軸ずれは、水平および垂直共に指向角の 1°以内に収まるよう設置
してください。

◆ ACアダプターを使用する際は、付属の電源用コネクタプラグを使用してください。
本体背面のラベルを参考に印加してください。（DC 出力 12V/1A 推奨）

◆ LAN ケーブルはカテゴリー 5e 以上の 4 対 UTP ケーブルを使用し、フラットケー
ブルは使用しないでください。屋外で使用する場合は、屋外対応の LAN ケーブ
ルを使用してください。

◆雷などのサージが発生する環境では外部機器側で安全対策を行ってください。
雷サージなどの仕様範囲外のサージによる破壊について弊社では補償いたしか
ねます。

◆本製品を近接して 2 台以上設置する場合、または他の光電センサを近くで使用
する場合は、光学干渉しないように設置間隔を 3m 以上としてください。
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次のような場所・環境での設置は誤動作・故障の原因となりますので設置をしないでください。

設置場所の制限

◆必ず本製品同士が正対す
るように設置してください。

（正対の定義は下図を参
照してください。）
設置角度がずれている場
合、通信距離が短くなり通
信できない事があります。

正対（0°）

90°

上下反転

○

×

×

注意
◆本製品間の通信を遮断する障害物がある場所には設置しないでください。

◆水蒸気・煙などによる光信号の減衰が発生する環境には設置しないでください。

◆光学干渉を起こす要因となる反射光が受光面に入るおそれのある場所には設置
しないでください。

◆水（塩水）・油・塵・埃・薬品などが直接飛散する場所には設置しないでください。

◆磁石・モーターなどの強磁界を発生する機器およびインバータなどの強いノイズ
を発生する機器や電力線が近い場所には設置しないでください。

◆本体の受光部の光軸中心から± 10°以内に強い赤外光を含む太陽光・白熱電
球光などが入光するおそれのある場所には設置しないでください。

◆腐食性ガスの影響のある場所には設置しないでください。

◆仕様を超える温度・湿度・振動・衝撃が加わる場所には設置しないでください。

◆光路遮断を起こす要因となる人・その他の障害物が接近する場所には設置しな
いでください。
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本製品は、光を通信媒体に使用することにより通信範囲の制御が容易なため、通常の無線
LANと比較して盗聴などに対する高いセキュリティを確保しております。ただし、安全性や信
頼性の要求が高い設置環境で本製品をご使用になる場合には、十分な安全性評価を実施し、
必要に応じてバックアップ用通信機器などを追加してください。

用途の制限
本製品は、防犯用カメラ、LANデータ通信、テレビ放送などのデータ通信用で使用されるこ
とを意図しています。したがって、生命または身体に直接危害を及ぼす可能性のある機器【輸
送用機器（自動車駆動制御装置、列車制御装置、船舶制御装置など）、交通用信号機器、防
災機器、医療機器（国際分類クラスⅠ、Ⅱ、Ⅲ）、公共性の高い情報通信機器（電話交換機、
電話・無線・放送などの基地局）】などへのご使用をご検討の場合は、必ず事前に弊社まで
お問い合わせください。また、高度の安全性や信頼性が求められる機器【宇宙用機器、航空
用機器、医療機器（国際分類クラスⅣ）、原子力用制御機器、海底用機器、軍事用機器など】
につきましては、本製品を使用することを禁止します。

免責事項
弊社の書面による事前の承諾を得ることなく、前述の弊社へのお問い合わせが必要な機器ま
たは弊社が使用を禁止する機器に本製品を使用したことによりお客様または第三者に生じた
損害に関して、弊社は一切の責任を負いません。また、設置作業に起因して生じた損害に関
しても、弊社は一切の責任を負いません。国外に持ち出す場合は各国の法令を遵守してくだ
さい。

光無線通信装置ご使用時のセキュリティについて

制限事項について
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本製品は光を利用した双方向のデータ通信装置です。全二重のイーサネット通信を行うことが
できます。本製品は、PoEまたは DC10V ～ DC26V 入力電源仕様です。組み合わせは、本
製品同士でお使いください。

製品の特長

各部の名称とはたらき

S O T- A S 1 0 0
      100BASE-TX Ethernet

         PoE or DC10~25V

        TAIYO YUDEN R
J-

45

1 　 R S S I ( o w n ) 　 2  　 R S S I ( p t r )

3    + 5 V  o u t 　   4       G N D

1     　  D C  i n        　 2 　 　 　 - V i n

            3 　 　 　 　 G N D

4     R S S I ( p t r ) 　 　    4 　  R S S I ( o w n )

正面の枠内を下側からのぞき込むと左上にLED
が３つ見えます。これらは製品の状態を表す表
示灯です。
表示灯の仕様については10頁をご確認ください。

底面にはM6ねじ穴が 50mm間隔で 3つ空い
ています。この穴を利用し、市販のステー（非対
応の製品もあります。）や弊社光軸調整プレート
MBA1（別売り）を接続します。

照準器（光軸調整用）

表示灯

M6ねじ穴

銘板：型番やその下にあるピンの構成を記載し
ています。

①：通信コネクタ（PoE 対応）
②：電源コネクタ（DC電源入力、RSSI 出力）

②

③：RSSI モニタ用コネクタ（RSSI 出力）
	 ※ own=自機側　ptr= 相手機側

③ ④：FG接続端子
④

フード（窓部保護、太陽光対策）
本体に取り付けられた状態でお届けしています。

□ 光無線通信装置（外観）

□ 正面

□ 背面

□ 裏面
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⃝梱包品一覧

梱包品

梱包品名 数量 備考

1 光無線通信装置（本体） 1台 －

2 ミラー 1式 光軸調整補助具

3 電源用コネクタプラグ 1式 DC電源ケーブル加工部材

4 モジュラプラグ 1式 LANケーブル加工部材

5 モジュラフード 1式 LANケーブル加工部材

6 取扱説明書 1部 本書

1. 光無線通信装置（本体）

2. ミラー

3. 電源用コネクタプラグ

4. モジュラプラグ

5. モジュラフード

6. 取扱説明書（本書）

取付ねじ
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1. LAN ケーブル（モジュラプラグ、モジュラフード）加工手順
LANケーブルの選定について、13 頁『接続についてのご注意』をご確認ください。
a. コネクタ構成部材の確認

⃝モジュラプラグ（①～③）　　⃝モジュラフード（④～⑦）
①：プラグ	 ②：シールドスリーブ	 ③：ロードバー
④：フード	 ⑤：シール	 ⑥：クランプケージ	 ⑦：締付けねじ

部品②は、シールド線の処理に使用されます。
本項ではUTPケーブル（屋外対応品）の加工例を示すものとし、部品②を使用しません。
また、以下の作業では RJ45コネクタに適合したかしめ工具が必要です。

b. ケーブルシースを剥きます。

c. 部品③の開口側からワイヤーを挿入します。
	 接続する機器の仕様を確認のうえ、正しく配線してください。

d. 部品③を通したら、内側シースより露出しているワイヤー長さを14mmにカットします。
e. ワイヤーを部品③ごと部品①に挿入します。
f. ケーブル先端が部品①の奥まで挿入されたら、
	 RJ45コネクタに適合した工具でかしめます。
g. 部品①を部品④に収めます。
	 （部品④には、部品①のツメが収まるスペースがあります。）

h. 右図のように部品を組み立てます。
	 部品④に、部品⑤ , ⑥を収めたうえで、部品⑦で締めます。

注意：適切なケーブル選定と組み立てが実施されなかった場合、
	 十分な防水能力が確保されないおそれがあります。

ご使用方法
LAN ケーブルを加工する

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

内側ケーブルシース	 ：20mm
ワイヤー（露出部）	 ：20mm

剥き終わったら、下図の順番で
部品④～⑦をケーブルに通します。

この作業は、右図のようにワイヤーを
斜めにカットすることで簡易化できます。

14mm部品①

部品③ ワイヤー 内側シース

外側シース
20mm
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2. 電源用コネクタプラグ組み立て手順
電源ケーブルの選定について、13 頁『接続についてのご注意』をご確認ください。
また、以下の作業ではトルクレンチ（スパナ型：口径 15mm）が必要です。
a. コネクタ構成部材の確認

①：締付けナット
②：シールゴム
③：ハウジング
④：コネクタヘッド

b. コネクタヘッド ( ④ ) のピンアサインの確認
茶 (1)：DC in (+12V)
白 (2)：-Vin (GND)
青 (3)：RSSI (ptr)
黒 (4)：RSSI (own)
灰 (5)：GND

c. 部品①～③をケーブルに通し、ケーブルシースを剥きます。

d. 電線絶縁体を剥きます。

e. 各端子に電線を配線します。

f. ハウジングをコネクタヘッドに締め付けます。
g. 締付けナットをハウジングに締め付けます。( 推奨トルク値：1.5Nm)

注意：適切なケーブル選定と組み立てが実施されなかった場合、
	 十分な防水能力が確保されないおそれがあります。

電源ケーブルを加工する

① ② ③ ④

灰 (5)

黒 (4)

茶 (1) 白 (2)

青 (3)

ケーブルシースの剥き線長さ
24mm

電線絶縁体の剥き線長さ
7mm

リリースレバーを開いた状態で電線を挿入し、閉じます。
※ピンアサインに従い、正しく配線してください。

リリースレバー

手順 gは、シールゴムをハウジングに
収めた状態で実施します。
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本体背面の３つのコネクタの用途を以下に記載します。

①：通信コネクタ（PoE 対応）
②：電源コネクタ（DC電源入力、RSSI 出力）
③：RSSI モニタ用コネクタ（RSSI 出力）

⃝本製品への給電方法
『PoE による給電』と『DC電源による給電』とが
選択可能です。

⃝共通事項
上記①の通信コネクタ（PoE 対応）に LANケーブルが接続されます。
LANケーブルの加工手順については 7頁をご確認ください。
事前に 13 頁『接続についてのご注意』をご確認ください。

1. PoE による給電
給電は LANケーブルを通して行われます。
LAN ケーブルを介した本製品の接続先として
IEEE802.3af に準拠した PoE 対応給電機器を使用し
てください。

2. DC 電源による給電
上記②の電源コネクタ (DC 電源入力、RSSI 出力 ) に、
電源ケーブルが接続されます。
電源ケーブルの加工手順については 8頁をご確認く
ださい。

3. RSSI を測定する
②と③のコネクタよりRSSI の出力が可能です。
ピン構成については本体の表示をご確認ください。
②に対応のコネクタプラグは本製品に付属されています。
（品名：電源用コネクタプラグ）
ただし、③に対応のコネクタプラグは付属されません。
電源ケーブルとは別口で RSSI を計測したい場合、
下記のコネクタプラグを別途購入し、使用してください。
 - フェニックスコンタクト社製
SACC-MS-4CON-PG 7-M SCO（ メーカー品番：1542952）

ケーブル、コネクタを接続する

S O T- A S 1 0 0
      100BASE-TX Ethernet

         PoE or DC10~25V

        TAIYO YUDEN R
J-

45

1 　 R S S I ( o w n ) 　 2  　 R S S I ( p t r )

3    + 5 V  o u t 　   4       G N D

1     　  D C  i n        　 2 　 　 　 - V i n

            3 　 　 　 　 G N D

4     R S S I ( p t r ) 　 　    4 　  R S S I ( o w n )

②③
①

2．DC電源給電時

３．RSSI を測定する場合

※DC電源給電時の構成

１．PoE 給電時の接続
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⃝接続状況の確認
本製品の接続状況は本体正面の表示灯（LED）にて確認できます。
表示灯（点灯時）の仕様は以下の通りです。

① の LED（左側：赤色）
本製品に電源が供給されていることを示します。

② の LED（中央：緑色）
自機と相手機の光軸調整が必要であることを示します。
光軸調整の方法は、11 項をご確認ください。

③ の LED( 右側：橙色）
イーサネットリンクが確立されていないことを示します。

問題が生じた場合は、14 頁のトラブルシューティングをご確認ください。

接続を確認する

①②③

点灯状態 本機の状態 チェック
電源 赤 ON ✓

光無線通信 緑 通信不可能
イーサネットリンク 橙 未成立

①～③が点灯している場合

点灯状態 本機の状態 チェック
電源 赤 ON ✓

光無線通信 緑 通信不可能
イーサネットリンク － 成立 ✓

①と②が点灯している場合

電源が供給されています。
最初の状態です。

点灯状態 本機の状態 チェック
電源 赤 ON ✓

光無線通信 － 通信可能 ✓
イーサネットリンク － 成立 ✓

①のみ点灯している場合

イーサネット対応機器（通電状態）との接続が
問題なく行われた状態です。

正対する通信装置の光軸が合致し、
光無線通信が可能である状態です。
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⃝光軸調整の方法
光軸調整は、自機および相手機に 1人ずつ別れ、2人以上で行うことを推奨します。
双方の受光状態を確認し合いながら行います。
距離が離れている場合は電話やトランシーバーを使用することで作業を簡便にできます。

① 9 頁『3. RSSI を測定する』を参考にDC電圧テスターを本体に接続してください。
② 本体の左右方向の水平を確保してください。水平器の使用を推奨します。
③ 照準器を使用して本体向きの調整 (以下「粗調整」)を行います。

粗調整は、通常右図のように
本体背面から照準器をのぞきながら行います。

⃝本体背面から照準器をのぞくことができない場合
設置場所によっては本体背面に十分なスペースがとれず、
照準器を通常通りにのぞき込めないケースがあります。
この場合は、本製品に付属のミラーとミラー取付用ねじ（M3× 6mm）を
取り付け、本体側面からミラーを介して照準器をのぞくことで光軸の粗調整を行います。

光軸を調整する 1

照準器（後方）

照準器（前方）

ミラー照準器（後方）

照準器（前方）

右側から作業する場合の例

右側

右側左側
○○ ○○

× ×

左側から作業する場合 右側から作業する場合

ミラー、取付ねじ

ミラーの表裏に注意！
照準器をのぞくときミ
ラーの取付ねじが見
えないようにミラーの
向きに注意して取り付
けます。
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④ 下図のような見え方になるように照準器に対して目線を合わせてください。

⑤ 相手機が照準器（後方）の穴から見えるように自機の旋回角及び仰角を調整します。
自機および相手機の RSSI が僅かでも出力されるようにします。
調整後のイメージは下図のようになります。

⑥ 自機および相手機のRSSIが共になるべく高い電圧（3V以上）になるようにDC電圧テスター
の値を確認しながら旋回角および仰角の微調整を行い位置ずれが発生しないように旋回角
及び仰角を固定してください。

光軸を調整する 2

正しい照準器の見え方

誤った照準器の見え方

高さが揃っていること

照準器（前方）に対し照準器（後方）が
下図のように収まること

目線が左にずれている状態

目線が下にずれている状態

「正しい照準器の見え方」の状態で、相手機を穴で捉える様に本体の方向を調整します。

目線が右にずれている状態

目線が上にずれている状態

相手機
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⑦ 十分な RSSI が確保できた段階で機器を固定し、最後に表示灯が赤色 LEDのみ点灯してい
る状態であることを確認します。

注意１　テスターやコネクタを取り外したあとは、コネクタのキャップを締めてください。
注意２　RSSI は、光軸調整状況のほか天候などの環境条件により変動します。

◇本製品の接続について
 ・本製品の FG端子を接地してください。
 ・電源装置は本製品の電源仕様に適合した電源を使用してください。
 ・本体投受光部の汚れ、取付ねじの緩み、ガタつきは通信性能に影響しますので定期的に点
検を行ってください。なお、本体窓部は樹脂材料を使用しておりますので、清掃にはシンナー
系の溶剤を使用しないでください。

 ・空間を伝送する特性上、データフレームの損失・破損が発生するおそれがあります。
ネットワークの通信プロトコルには TCP 等の再送信に対応したものを使用してください。

 ・ハブと接続する場合は、スイッチングハブを推奨します。

◇ LANケーブルの選定について
 ・総延長 100m以内、ケーブル外径を5.0 ～ 6.5mmとしてください。
 ・ カテゴリー5e以上の4対UTPケーブルを使用し、フラットケーブルは使用しないでください。
 ・屋外対応品を使用してください。

◇電源ケーブルの選定について
 ・電源ケーブルは外径を 4.0 ～ 8.0mmとし、AWG22（電線断面積 0.3mm2）より太いもの
を使用してください。

 ・RSSI モニタ用コネクタ使用時は外径を4.0 ～ 6.0mmとし、AWG20 ～ 22（電線断面積 0.3
～ 0.5mm2）のものを使用してください。
※ 別途指定の製品を購入する必要があります。9頁をご確認ください。

 ・電源ケーブルの総延長は 50m以内としてください。
 ・屋外対応品を使用してください。

機器間の距離 [m] RSSI の目安 [V]

20~50 3.85 以上

51~60 3.70 以上

61~70 3.55 以上

71~80 3.40 以上

81~90 3.25 以上

91~100 3.15 以上

機器間の距離に応じてRSSIの目安が異なります。
下記表を参考に光軸調整を行ってください。

接続についてのご注意

Ex  テスターによるRSSI の確認
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通信が正常に行えない場合は以下の内容をご確認ください。

●本製品正面（窓枠内）の表示灯をご覧ください。
 ・赤色 LEDが点灯していない場合には、①をご確認ください。
 ・橙色 LEDが点灯している場合には、②をご確認ください。
 ・緑色 LEDが点灯している場合には、③をご確認ください。
 ・その他の場合には、④をご確認ください。

① - 電源まわりに問題があります。
 ・電源が本製品の仕様（15 頁参照）に適合していることをご確認ください。
 ・電源の供給元が正常に動作していることをご確認ください。
 ・電源線について下記項目をご確認ください。
- コネクタが奥まで挿入されていること
- 電源線に断線のないこと
- ケーブル加工、コネクタ組み立て時の配線に誤りのないこと

 ・上記項目に問題がないにもかかわらず電源表示灯が点灯しない場合、本製品が故障してい
る可能性があります。購入先へご連絡ください。

② - LAN ケーブルを介した本製品と周辺機器の接続に問題があります。
 ・本製品に LANケーブルが奥までしっかりと挿入されていることをご確認ください。
 ・周辺機器が正常に動作していることをご確認ください。
 ・LANケーブルの結線や導通に問題のないことをご確認ください。

③ - 自機と相手機との間の光軸調整に問題があります。
 ・相手機との光軸調整が不十分である可能性があります。
まずはテスターで RSSI の値をご確認ください。RSSI の値が 2Vを下回る場合には本書 11∼
13 頁を確認し、再度光軸調整を行ってください。

 ・その他、信号光が相手機まで到達しない以下のような環境下では緑色 LEDが点灯します。
- 自機と相手機との間に赤外線（820nm帯）を透過しない障害物が存在する場合
- 通信装置間の距離が100mを超える場合（天候等諸条件により通信距離は変動します。）
- 通信に支障をきたすレベルの霧が発生した場合　など

④その他
 ・取り付け箇所の緩みなどが原因で通信装置間の光軸がずれることがあります。
設置に際しては緩みやガタつきのないように取り付け、十分に固定してください。

 ・太陽の直射光または反射光が受光部に直接入射していないことをご確認ください。
直射光または反射光が直接的に入射することで通信が途切れるおそれがあります。
本製品の設置場所の制限については、3頁をご確認ください。

トラブルシューティング
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※その他の本製品の故障と思われる場合は、購入先へご相談ください。

※受光部に強い赤外光が入らないようにしてください。本体受光部の光軸中心から± 10°以内に強い赤外
光を含む太陽光・白熱電球光などが入ると通信障害が発生する可能性があります。

本製品についてのお問い合わせは、本製品の購入先へご連絡ください。
本製品の購入先がご不明の場合には、弊社ＨＰのお問い合わせフォームにて承ります。
必要事項をご記入の上、お問い合わせください。
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主な仕様

使用条件

お問い合わせ先

太陽誘電株式会社（高崎グローバルセンター）
〒370-8522 群馬県高崎市栄町 8-1

https://www.yuden.co.jp/jp/

項　目 内　容
使用周囲温度 -10~50℃　但し、氷結しないこと
使用周囲湿度 10~85%RH　但し、結露しないこと
耐振動性 JIS C 60068-2-6 の試験条件（周波数 10~55Hz　振動幅 1.5mm

掃引 5分　X・Y・Z方向各 20 サイクル）で動作に異常なきこと
耐衝撃性 JIS C 60068-2-27 の試験条件（加速度 500m/s2　X・Y・Z方向　

各 10 回）で動作に異常なきこと

項　目 内　容
電源電圧 PoE IEEE802.3af 準拠

DC DC10V~DC26V　電源リップル 10%以下
リップルを含めたピーク電圧 26V 以内

消費電流 320mA以下（DC12V 入力時）
インタフェース 100BASE-TX（オートネゴシエーション、AutoMDIX 対応）
通信速度 100Mbps
通信距離 20~100m
指向角 全角 1°
保護構造 IP67 相当
外形寸法 幅 144 ×奥行 240 ×高さ113 [ 単位：mm]
質量 約 1500g 本体のみ
付属品 モジュラプラグ、モジュラフード、電源用コネクタプラグ

ミラー（取付用ねじ2本）、取扱説明書（本書）


